【論点】
筆者の主張
従来、経済的競争力と社会的結束は衝突するものだと考えられていた。
社会的結束
経済的競争力


VS   

· 経済的競争力が高まると、格差が広がり、社会的結束力が弱まる。

Q.競争的で強力な、加えて高いレベルの社会結束を持つ「知識社会」を達成することはどの程度可能なのだろうか？


→つまり、北欧モデルならば、競争力と社会的結束の両方を達成できる！北欧モデル！！！！
生涯学習体制が整っていることがポイント！
北欧諸国をみてみると…PISA、IALSともに成績良好、スキルの分配も平等
スキルの広い分配は、生産性に影響を与える労働生産性に対して影響する
→失業者らへの学習の広がりは、全体的な生産性に貢献する高い雇用率を促進



ここで、各地域を比較してみる。
＜学校教育＞
	
	アングロサクソン
	中央ヨーロッパ
	北欧

	システム
	学校選択制
	複線型教育体系
	総合制

	資格配分
	不平等
	不平等（生涯学習で補う）
	そこそこ平等（生涯学習で補う）


＜生涯学習＞
	
	アングロサクソン
	中央ヨーロッパ
	北欧

	システム
	△（参加者に偏り）
	？
	◎

	参加率
	38.6%
	32.8%
	53.2%

	効果
	△
	◎
	◎


＜その他＞
	
	アングロサクソン
	中央ヨーロッパ
	北欧

	GDP
	高い
	中
	低い

	社会的結束
	低い
	中
	高い

	競争力
	高い
	
	まあまあ高い




しかし、北欧モデルを達成するためには…
1 柔軟な労働市場
2 社会保障
3 生涯学習
という３つの要素が必要となる。

班の疑問
北欧モデルの問題点
· 教育の平等／社会的結束を達成できているが、アングロサクソンほどの競争力を達成することはできていない。
· 社会保障や生涯学習制度のために高い税金が課されているため、国民にかかる負担が大きい。

筆者は
P.174 l 23
“Lifelong learning , as the Nordic examples show, can play a vital role in achieving both of these. ”
北欧の例が示しているように、生涯学習は（経済的競争力と社会的結束の）どちらの達成にも重要な役割を担いうる
としている。
本文やフィンランドの教育科学相による談話によれば…
北欧の生涯学習＝教養型

対して、
P.159 l10
“The systems of skills formation in the UK and USA are said to produce exceptionally polarized high skills/low skills labour forces. These contain abundant high skilled elites which serve the needs of the knowledge-intensive, high skills sectors of high value-added production and service, such as design, media, pharmaceuticals, IT, aero, and defense engineering and so on. On the other hand, the abundant low-skilled workforce meets the needs of the sectors which compete on cost and efficiency by providing cheap and flexible labour.”
イギリスやアメリカにおける技術形成システムは、高い労働力と低い労働力を大きく二分すると言われている
→知的集約型のニーズを満たす高い技術を持つエリート／価格競争や効率競争を行うセクターのニーズを満たす多勢の技術の低い労働力
このことから、
アングロサクソンや中央ヨーロッパの生涯学習＝職業訓練型
なのではないかと考えた。論点：アングロサクソンや中央ヨーロッパで分配されているスキルと北欧でのスキルは、
同じ文脈で捉えて良いものなのか？
違うものだとすれば、知識社会において、北欧モデルの機会の平等によって分配されるスキルは、
アングロサクソンやヨーロッパよりも良いといいきれるのか
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